
　復興・創生期間の終了を間近に控える2020年末、盛岡市内の県営南青山アパートの

竣工により岩手県内の全ての災害公営住宅が完成します。

　復興の10年をコミュニティ支援の観点で振り返るならば、その初期は仮設住宅の見守

りなどの寄り添い型支援が中心でしたが、恒久住宅への移行が進むにつれて、ご近所

付き合いを再構築し地域の共助・自治力を高めていくための伴走型支援に比重を移してき

たといえるでしょう。

　これまで本事業では、集合研修を通して伴走型のコミュニティ支援に必要とされるノウ

ハウを提供してきました。研修では当初、災害公営住宅の整備が先行していた宮城県

の事例を紹介していましたが、岩手県沿岸部での取り組みにもノウハウが蓄積されつつ

あったので、それらを体系化して紹介し、等身大の課題解決方法を域内で共有する機会

を増やしたいと考えました。その資料作成にあたり、コミュニティ支援に携わる行政担当

課や支援団体からアンケート形式で集めた事例が本書の基礎となっています。　

　タイトルの「コミュニティ支援のすゝ め」には、「コミュニティ形成支援を“進め”るための

“お勧め”情報」という２つの意味を込めています。今後、大規模災害はどこでも起こりう

る可能性があり、また超高齢化も待ったなしの日本社会。持続可能なコミュニティをつくっ

ていくという共通課題に臨む支援者にとって、本書がその一助となれば幸いです。

岩手県被災地コミュニティ支援コーディネート事業
事業統括コーディネーター

一般社団法人RCF
山口 里美
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コミュニティ支援のキモは人と人をつなぎ、

地域を面で見守る土台作りをする、いわば接着剤のようなもの。

あなたの日々 の行動パターンから、どんな“接着力”で

地域住民に関わるのが得意か、このフローチャートで垣間見えるはず。

さて、あなたは何タイプ？

面倒見がよく、住民にくっついて一緒に汗をか
きながら関係を築きつつコツコツ地道に活動し
ていくタイプ。地域からの信頼度は抜群！

多数決で自分が

少数派意見だと

不安になる

ランチを買いに

コンビニへ向かう途中、

新しくオープンした

お店を発見！

それぞれの家族や友人も

連れてきて、職場で

 バーベキュー大会を開くことに。

あなたはどんな役回り？

ピンチがくると

燃える方だ

100円ショップで

買ったサボテンが

枯れてきた

大皿料理で
最後の一切れが
残っています。

面倒くさい人を

動かさなきゃ

いけないときは？

粘着ガムテープ
タイプ

状況に応じて自らグイグイ先行したり、住民に
任せて引いてみたり、臨機応変な対応ができる
タイプ。地域力を養うサポートが得意！

貼ってはがせる
ふせんタイプ

地域・住民間のしがらみでなかなか解決し辛い
合意形成などの局面を、高い説得力と素早い判
断力で突破できるタイプ。時には衝突すること
もいとわない強い姿勢が頼もしさ満点！

瞬間接着剤
タイプ

100人規模のセミナー会場に

来ています。最後には

質疑応答コーナーもあるそう。

さて、どこに座る？

地獄耳だと

よく言われる

できるだけ後ろの方
登壇者ががっかりしないよう、
空席の多いところ
せっかくなので前の方でしっかり聞く

はい いいえ

はい いいえ はい いいえ

野菜をテキパキ・黙 と々切る
初めての人も楽しめるよう、
場の盛り上げ役に徹する
火の前を離れず網奉行

最後まで手を付けない

「食べちゃいなよ」とすすめる

迷わず自分が食べる

ほめて持ち上げる

周りの人をうまく巻き込んで外堀から埋める

正面から論破する

次回の為に口コミ調査をしておく

コンビニはやめて試しに入ってみちゃう

水をやってもう少し様子を見る

次のゴミの日にサヨナラする

duct tape type

sticky note type

super glue type

コミュニティ支援者
“接着力”診断

あなたはどのタイプ？

76 コミュニティ支援のすゝ め コミュニティ支援のすゝ め



8 コミュニティ支援のすゝ め

コミュニティ支援に携わる人たちはさまざま。行政、支援

団体、そしてそこに暮らす住民たちもまた支援活動の主体

者です。そんなあらゆる立場の人たちのために、岩手県沿

岸部で地域コミュニティのエンパワメントに日々奮闘する、

支援者の汗と知恵が込められたアイデアをご紹介！

現場で直面する「コミュニティ支援あるある」の課題を１０

個に分類し、その解決策として、今すぐ使える小ワザから

ちょっと力技が必要なものまで幅広くセレクトしました。

10コのお悩み

「私たちはこれで解決！」

Part. 1

理解を深める上で

特に参考となる事例については、

  県内外問わずにレポートや

　　インタビュー形式でご紹介しています
        「接着力診断」の

３つのタイプの内、どのタイプに

  向いているアイデアなのかも

　　　　 記しています　　

社会福祉法人 宮古市社会福祉協議会

山田町復興企画課コミュニティ形成支援員

社会福祉法人 山田町社会福祉協議会

大槌町コミュニティ総合支援室

社会福祉法人 大槌町社会福祉協議会

元気なご近所づくりプロジェクト 大槌町地域コーディネーター

株式会社 邑計画事務所

釜石市市民生活部地域づくり推進課／平田地区生活応援センター／鵜住居地区生活応援センター

社会福祉法人 釜石市社会福祉協議会

釜石リージョナルコーディネーター協議会

社会福祉法人 大船渡市社会福祉協議会

大船渡市応急仮設住宅支援協議会（当時）

公益財団法人 共生地域創造財団

社会福祉法人 陸前高田市社会福祉協議会

NPO法人 陸前高田まちづくり協働センター

盛岡市総務部危機管理防災課

もりおか復興支援センター（一般社団法人 SAVE IWATE）

一般財団法人 岩手県建築住宅センター

NPO法人 いわて連携復興センター

ご協力いただき

ありがとうございました

コミュニティ支援の事例提供に

ご協力いただいた団体一覧

S p e c i a l  T h a n k s
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宮古市「○
まるまる

○プロジェクト」（民民連携）

ふせん
タイプ

情報共有から協働へのス

テップアップはスモールス

タートで始める

ゴール・ビジョン共有は、

事前に個別に議論する機会

をつくる

現場の課題を俯瞰的に整理

して、目的の意味付けをす

る役割が必要

ここがPoint！

こ

み
っち総括コメン

トこ

み
っち総括コメン

ト

異なる組織・団体が連携するには、 まずはビジョンや目線を合わせることが必
要なのですよね…。 そのためには急がば回れ。 しっかり話し合う時間を持つこ
とが大切。 小さな課題から一緒にチャレンジして、 みんなの気持ちと自信を深
めてから難しい課題に取り組もう！ 　※◯◯プロジェクトは次頁でも紹介しています。

支援者の立場や地域との関係性は徐々に変化するので、 口を酸っぱくして言い
過ぎかも？ 位に伝え続けることが必要なのかと。 特に役員交代時はまた一から
仕切り直し、というのはよく聞きます。 また、 頼られることは嬉しいものですが、
住民自らの力で頑張ってもらうためには、 頼られない場面を少しずつ作ることが
大事なんですね。

釜石市「東部プロジェクト会議」

（官民連携）

団地住民が地区交流会に来ない、 同じ団地内で班が異なるため棟の

間に交流がない、 孤立住民がいるなど、 複合的な課題のある地区に

4 つの団体が協働で取り組んだ。専門家（大学の先生）のアドバイス

に従ってまずは難易度の低い別地区で成功体験を積み、自信と結束

を強めてからアプローチを行った。その後も地区の取り組みを終える

ごとにみんなで「企画準備⇒実践⇒ふり返り」をセットで行うことで、ノウ

ハウを確実に貯めながら活動を継続できている。

東部地区の災害公営住宅に関わる行政や現場支援者が参加す

る会合を月例で開催しているが、 コミュニティ支援に対するゴー

ルの共通認識が明確ではないため、 単なる活動報告の場になり

がちだった。そこで、住民と支援者が共通認識を作りやすい「防災」

への取り組みをテーマにした「復興公営住宅サミット」を開催。その

準備過程で各団体の持つゴールイメージを聞き取りして、整理・

可視化した。また、 住民の個別の事情を把握している保健師や

防災部署にも参加してもらうことで、多様な視点で議論できるよ

うになった。 各団地で住民発意の防災訓練が企画開催されるなど、

住民自治力の向上につながるケースも出てきている。

これで解決！

支援団体間の協働で
地域課題に取り組みたい

地域内で複数の団体が活動しているのに、なかなか連携が生まれない。サロン運営が得意
な団体もいればネットワークの広さが強みの団体もいるし、行政の担当者とも自治体の方針
と現場での取り組みをすり合わせながら進めたい。同じゴールの下で連携できたらもっと効
果的に取り組めるのになぁ…

お悩み その2

ガムテ
タイプ

お悩み その1

これまで支援者が開催していたサロンを住民主体に
変えていきたいが、 高齢の参加者が多くお客様意
識があった。サロン終了時の掃除当番を決めて、
自分たちで運営するサロンという意識付けをした。

お茶会などは最初の段階ではお手伝いすることも良
いが、 折を見て準備段階ではなく会が始まってから
参加したり、また片付けの前には退出するなど、 意
識的に関わらないようにしている。 ただし、 場当たり
的にいたりいなかったりするのではなく、どの場面に
参加しないかは事前に支援者同士で確認し、住民
にも伝えておくことが大事。

団地会設立後に支援に入ったため、 支援者の役割
も理解が得られておらず、 1年近くご機嫌うかがい
も兼ねて役員をこまめに訪問し、ようやく役員会に
参加できるようになった。役員会の定例化や議事
録作成を提案しても最初は否定的な反応だったが、
疎まれても顔を出すようにした。 次第に役員会を定
期開催できるようになり、 事が進む手応えを役員も
感じ始めている。

団地会設立後に支援に入ったため、 支援者の役割

お茶会などは最初の段階ではお手伝いすることも良

支援者側の目的や

役割をはっきりと伝える

これで解決！

支援者の立ち位置
役割について理解を得る

地域での活動を始めてまず腐心するのが、この課題ではないでしょうか。
そして、支援が順調に進んでくると今度は「〇〇さんがいないと困る」と頼られ過ぎてしまうことも。
共依存にはならずに、段階的に支援の関わり方を変えていくにはどうしたら良いでしょう？

サロンの掃除当番から

自分ごと化

準備や片づけは

手伝わない

瞬間
接着剤
タイプ 存在意義を実感して

もらえるまで粘る

ガムテ
タイプ

目的やゴールは都度伝え続ける

小さなことから自分たちでやってもらう

支援者が意識的に関わらない場面をつくり出す
ここがPoint！

関係機関合同チームで自治会設立準備段階から継
続的に支援しているが、 それでも役員から「なぜ支
援者が議題の軌道修正をするのか、 またそれぞれ
の役割がよくわからない」との声が挙がったため、
支援者チームが役員会に参加する目的や、各関係
機関の役割など、再確認を行った。「何を目指して
いくのか」という具体的な投げかけを段階ごとに繰
り返していくことが大切だと思う。

支
援
者
の
立
ち
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
得
る

お
悩
み

そ
の

1

ふせん
タイプ
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　内陸6市（盛岡市、花巻市、北上市、奥州市、一関市、

遠野市）には、主に沿岸から避難した住民向けの災害公営

住宅が建設されています。沿岸市町の多くでは団地ごとに自

治会を設立するケースが多いなか、宮古市ではすべての災害

公営住宅において入居時から周辺町内会への融合を行う方

針であり、これは内陸にも通じる取組方針です。また、宮古

市では災害公営住宅のほとんどが2014～15年に入居が完

了しているため、竣工から間もない災害公営住宅が多い内陸

にとって、先進事例が多くある地域といえます。

　宮古市におけるコミュニティ形成支援の特徴のひとつに、

「◯◯（まるまる）プロジェクト」という社協を中心とした複数

の団体で取り組む仕組みがあります。社協が地域支援の

観点からニーズを拾いつつ、いわて生協が住民交流会の

焼きそばの食材を提供したりと、多様な団体がひとつの目

的に向かって「課題抽出⇒作戦づくり⇒実践⇒ふり返り」

を行うことで、異なる目線からの気付きやノウハウを得

ることができています。

　また、その他にも発表では、被災者の背景の理解が及

びにくい町内会長に対して、生活支援相談員が災害公

営住宅の状況を「こまめに丁寧に」伝える役割を担うなど、

地域への融合を目指す上での解決策のヒントが共有されま

した。

　コミュニティ形成は、住戸環境、入居戸数、住民の性質、

周辺地域の状況などさまざまな要素が絡まり合うため、ある課

題に対して必ずうまくいくという解決法を示すことは非常に困

難です。状況に応じて解決策を使い分けられるよう、テーマご

とに複数の事例が紹介されました。質疑では、「Q. キーパー

ソンの見つけ方（⇒A. 旧知の住民とつながる、頼りにし

ていることを伝える）」や、「Q. お世話焼き住民の過干

渉問題への対策（⇒A. ストッパー役の住民をつける）」な

ど、参加者が直面する現状の課題についての質問が上がり

ました。

（写真上）事例別ノウハ
ウのスライド例　

（写真左）行政と社協の
連携イメージ　

沿岸の知見を内陸へ

複数の団体が連携する◯
まるまる

◯プロジェクト

一般施策へのスムーズな移行に向けて

岩手県内陸部の行政担当者が災害公営住宅のコミュニティ形成について情報共有を行う「令和元年度
第2回内陸災害公営住宅コミュニティ担当者意見交換会」（2019年12月17日開催）にて、宮古市社会福祉
協議会より飛澤友香利氏をお招きし、宮古市での事例発表を基に意見交換会を行いました。

沿岸と内陸の垣根を超える沿岸と内陸の垣根を超える
～コミュニティ形成の学びと応用～～コミュニティ形成の学びと応用～

の見守りを地域という「面」で見られる
と思いますか？ 医療と介護福祉が一体
になれないといった課題を聞くことも多
いですが。

飛澤：地域包括ケアの多職種連携チー
ムを作って、ケースごとの対策を分野を
越えて話し合う場があればいいと思って
います。

-〇〇（まるまる）プロジェクトの専
門家バージョンですね。その体制を作
るときの飛澤さんの役割は何だと思いま
すか？

飛澤：これまで通り相談を受け続けて、
ネットワークづくりをしていきたいですね。

-相談の受け手として、後継者を
育てるためにやっていることはありますか？

飛澤：自分のアイデアを実践するフォ
ローですね。否定はせず、どう思った
かを話し合います。

-キャッチボールでより良くしていくん
ですね。地域の会長さんへのアプローチ
も同じですか？

飛澤：はい。例えば住民イベントの参
加者数の感じ方にはすごく差が出ます。
「30人集まらないと失敗」という会長さ
んに、「2人から10人になったなら良い
と思いませんか？」みたいなやり取りを
したりします。

-キャッチボールをくり返して周囲の
考え方が変わる。強制せずにやりとりし
ながら共有する価値観を作るんですね。
例えば地域の中で排除されがちな人を

巻き込んだり、周囲の理解を得るには
どうしますか？

飛澤：私は絶対催しには連れていきま
すね。私がついてるからって。男性は
頼み事をすると出てきてくれるんですよ。

-男性の攻略は役割を与えること
ですか？

飛澤：排除されがちな人でも6～7割は
出てくれますね。テント張ってとか、餅
つきお願いとか。

-信じて任せるのが飛澤さんの極
意ですね。

飛澤：はい。裏切られることもあります
が、それも仕方ないですね。

-行政や社協はどんな心持ちでコ
ミュニティと向き合うと良いと思いますか？

飛澤：困りごとを自分ごとにする意識は
全員が持っていてほしいですね。社協
でいえば、寄り添うことと同じだと思っ
ています。ただの困った人と捉えるの
でなく、その人の背景や、自分がそ
の立場だったらどうか…という話をしま
すね。

-最後に、コミュニティに関わる醍
醐味は何ですか？

飛澤：住民の喜ぶ顔や「良かった」とい
う声です。地域支援は社協ならではの
仕事ですし、また生活支援相談員にな
りたいといつも思っています。人に会う
のが楽しいです。

-社協に入職して何年になりますか？

飛澤：平成17年からです。震災で地
域と関わるようになってから、社協の存
在価値が変わりましたね。入った当初
は事務員とヘルパーだったので、生活
支援相談員をするまでは私も「個の支
援」や「地域支援」のことをよく知りませ
んでした。

-現在目指すコミュニティの姿とはど
のようなものでしょうか？

飛澤：ひとつの目的に向かうチームで
すね。そのためには住民にも頼ります。
困りごとを伝えれば私抜きでも考えるよ
うになりますし、交流会も焼きそば作り
などでみんなが同じ目的に向かえるよう
に仕立てます。仮設団地支援の時か
ら付き合いがある住民はある程度どこま
でやってくれるかがわかるので、そうい
う関係が役立ちますね。

-そういった住民との活動で心掛け
ていたことは何ですか？

飛澤：相談しやすい、声をかけやすい
人になることです。そのためには住民
の前で忙しそうにしないこと。足繁く集
会所に通って時間があるように見せて
いました。また、住民から行政への質
問には素早く対応していました。それだ
けでも結構信頼関係が構築できます。
「飛澤さんにしか話ができない」と言っ
てくれる住民もいますね。社協の悪口
も聞きますよ（笑）。なんでも本音で言っ
てくれる関係はありがたいです。

-ほったらかしにしないということで
すね。今後、どんな仕組みがあれば「個」

飛澤 友香利
2005年に宮古市社会福祉協議会入職。社会福祉
士。東日本大震災以降に第一号の生活支援相談員
として応急仮設住宅、災害公営住宅のコミュニティ形
成に従事、◯◯プロジェクトの立ち上げと運営に携わる。
現在はみやこ西部地域包括支援センター主任。

沿岸の知見を内陸へ

複数の団体が連携する◯◯プロジェクト

一般施策へのスムーズな移行に向けて

飛澤さんの
地域支援にかける
思いについてお話を
伺いました。
インタビュアー：二宮 雄岳

元・生活支援相談員  飛澤友香利さんにインタビュー

意見交換会開催レポート①

意見交換会後にちょっと一息
…

内陸に建設される災害公営住宅は各市1～2団地と数自体は少ないため、
特別な予算・人員を割かずにスポット的に取り組まなければならない側面
があります。一方で、沿岸市町と同様に、復興・創生期が終了するま
でにコミュニティ形成支援にどう目処をつけられるかが論点となっており、
両地域での実践事例から共通するヒントを得て、自身の地域課題に適応
していくことが今後も求められるといえるでしょう。（浦山泰之）

レポーターから一言
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行政同席で団地と町内会

の情報交換会を開催

配った＝伝わっているではない

代替案で

来客用駐車場を確保

役員以外の

一般住民の声を伝える

行政と地域が顔が見える関係を作るために
最初は支援者が介在役になる

行政視点でのリスクは何か考えた上で提案し、
まずは場に出てきてもらう

地域の要望だけでも行政的回答だけでもない、
第３の解を考える

これで解決！

こ

み
っち総括コメン

ト

立場が違えば、 同じ問題も違う形で見えるのは当然のこと。 最終的なゴー

ルにたどり着くためには、「オール・オア・ナッシング」ではなく、 段階的に

ひとつひとつ確実に進めて行くことも必要です。 そんなときこそ中立で俯瞰

的な視点で関われる支援者の立場が活かされてくるのではないでしょうか。

偏った視点で対立が生まれないよう、 何が最適解なのかをみんなで考える

場をつくることで協働関係が始まるんですね。

対応に関して不安の声が市に寄せられた。入居時

に配布する冊子に装置の説明を記載していたもの

の、住民にはそのことすら認識されていなかった

ため、 県と指定管理者の担当者による説明会の

場を設けた。設備に関する具体的な説明を行い、

質疑応答にも十分な時間を設けて住民の疑問や

不安を解消することができた。

要支援者の室内に取り付けられている緊急通報装

置が誤作動して県営災害公営住宅内に鳴り響いた

のをきっかけに、 大多数の住民が装置の存在を知

らないということが発覚。 住民からいざというときの

団地自治会から「未入居分の空いている駐車場を来

客用として使いたい」という要望があがったが、 行

政と指定管理者からは「全ての入居者が確定してい

ない段階では提供できない。 そもそも来客用駐車

場を設置した前例がない」という回答。 お互いの主

張は噛み合わず、 何ヶ月も膠着状態に。自治会

から交渉を引き取って、まずは県、市、指定管

理者間での意見交換会の開催を提案。支援者は

各所と事前に課題を整理し、 双方が歩み寄れる

妥協点を探った。 その結果、車の通行や子ども

の遊び場を阻害しない空きスペースに仮の駐車場

をつくり、入居状況が落ち着いた段階で正規の

駐車場の活用へ移行していくことで合意に達した。

支援者が自治会、 行政の双方から調整役として

の価値を認知されるきっかけにもなった。

自治会と行政の
意思疎通を
円滑にする

お悩み その3

地域住民の要望と行政のできることが噛み合わない、 お互いに相手にやって

欲しいことしか主張せず平行線、ということありますよね？  放っておくと「何を言っ

てもどうせダメ」と住民がやる気を失ってしまうことも。お互い「より良いコミュ

ニティのために」と思ってはいるのだけれど…。 支援者は橋渡し役としてどう

関われば良いでしょう？　

ここがPoint！

ふせん
タイプ

瞬間
接着剤
タイプ

災害公営住宅はすべて既存自治会に加入する

のが市の方針だが、 自治会側が受け入れに戸

惑いを感じていた。 支援者の働きかけにより、

行政同席のもとすべての災害公営住宅で住民と

自治会関係者の情報交換会を開催。災害公営

住宅と自治会が双方にお互いの状況を確認でき、

自治会側は被災住民を受け入れる際の理解が

深まった。 また、 行政が同席したことで担当部

課の顔が見え、住民が直接行政に問い合わせ

を行える関係づくりもできた。

災害公営住宅周辺の防災対策に不安を感じる

町内会から「改善されないなら災害公営住宅に

住みたくない」という声があった。 町内会長は過

去に行政と対立して不信感を募らせていたことも

あり、市側も会長だけが不満に思っていること

と重く受け止めていなかった。支援者が健康体

操などで一般住民の声を拾い集め、会長だけで

はなく入居予定者の多くが同じ考えであること、

不安を払拭しないと話が先に進まないことを伝え、

仕切り直しの話し合いをすることになった。事前

に副会長に根回しをして、感情論にならない場

づくりに協力してもらい、 概ね住民の要望に沿

う形で整備計画が見直されることになった。
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パソコン文書にこだわらず、

手書きで運用

部会制で役割分担。

支援者側も

複数でサポート

講座を通して

第三者から注意を促す

他の自治会から

学ぶ機会をつくる

住民の身の丈にあったやり方に
ボリュームダウン。他地域事例も参考に①②

自治会 支援者間で双方の役割分担を
把握して、相談の一極集中を回避③④

問題点の指摘は個人攻撃にならないよう、
公式性のある場で気づきを促す

これで解決！

こ
み
っち総括コメン

ト

自治会を住民主体で続けていける形にするということを念頭において、みん

ながやりやすい方法を考えたり参加しやすい雰囲気づくりをするのが大事な

んですね。 役員の役割分担に関しては次の「役員同士のコミュニケーション

を改善する」にも通じるところがあります。 他地域の事例紹介で刺激を与え

るケースはp.29の大船渡の支援員さん作成の「コミュニティ・サポーター便り」

も参考になります！

パソコンを使える役員がおらず、 自治会からのお知らせや総会資料の

作成は支援者任せ。 パソコン操作に対する負担感から新しい役員探

しも難航する事態に。 定期的に案内する文書は日付や氏名欄を空欄

にしたフォーマットを作成してファイリングしておくことで、 住民が自分

たちで必要な書類を選んで手書きで作ることができるようになり、 負

担感が減った。

行事やイベントなどフットワークの軽い住民にの

み負担が集中してしまっていた。部会制を採る

ことによって個々の役割を明確化し、特定住民

の負担を軽減した。 また、 行政へ相談しやすく

なるような雰囲気づくりをし、相談窓口を増やし

て支援担当者の連絡先を周知し、すぐ対応でき

る体制を作っている。

会長が無職（現役引退）のため、 仕事をしている

役員に遠慮して自分でなんでも引き受けてしまっ

ていた。市からのお知らせの配布も、会長を経

由して各地区の役員に依頼していたが、直接役

員へ配送する形に変更することで会長の負担軽

減と住民への円滑な情報周知が可能となった。

集会所の管理を担う役員による私物化が進み、

清掃が行き届かず不衛生な状態になり、 他の

人が利用できなくなってしまった。 その役員が

他の人に負担をかけたくないという思いで引き

受けていたこともあり自治会内で注意できずに

いたが、市の衛生管理講座という形で指導す

る機会を作った。

自治会長が慣れない自治会運営を一人で抱えて

苦労していた。複数の災害公営住宅の自治会

役員を集めて情報共有会を開催し、 他の自治

会がどのように運営を行っているか知る機会を

作った。 自治会長は他の自治会の体制を参考

にしたり、直接学ぶために連絡先を聞いたりした。

なんでも

「まずは会長に…」をやめる

特定の自治会役員への
負担集中を
減らしたい

お悩み その4

自治会ができて役員体制が整っても、 結局動いているのは限られた人だった

りしますよね。 負担を感じつつも懸命に頑張っている人もいれば、 良かれと

思って頑張りすぎた結果、 他の人が手を出しにくい雰囲気を作ってしまって

いるような人も…。 みんなが関わって自治会を持続的に運営していくには

どうしたら良いものでしょうか？

ここがPoint！

ふせん
タイプ

ガムテ
タイプ

瞬間
接着剤
タイプ
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潤滑油役に

目星をつけつつ、

自身も潤滑油になる

集会所の

独占利用を改善

会場レイアウトを

変える

会場を確保して

外堀から埋める

こ
み
っち総括コメン

ト

役員同士の人間関係が問題になっている場合、 どちらか一方につくような

形にはならないようにしつつ、 間に入って円滑なコミュニケーションのきっか

けをつくっていくことは、 地域のしがらみに巻き込まれすぎない支援者の立

場だからできること。 役員会の前に出席を促す声掛けをしたり、 会議の最

後には次の日程を確認する等、 できるだけ欠席者を増やさない、 あるいは

欠席理由が参加者に伝わるようにして不満をつくらないことも大事ですね。

自治会解散を回避

意見を言われると否定されたと受け取ってしま

う役員同士で関係が悪くなった。 最終的に会

長が辞任し、 会長に同調していたもう一人の

役員も辞めてしまった。 一時は自治会解散まで

話が出たが、説得によって思いとどまらせ、残っ

た役員で役割分担をし直して継続した。役員

会に陪席し、話し合いの仕方をアドバイスして

いる。 それなりに安定して、 一斉清掃などの自

主イベントを行っている。

集会所の鍵管理を担う役員が仲の良い人と行っ

ている定期的な活動を優先して予約してしまい、

利活用が偏っていた。役員会の前に会長や他

の役員に根回ししつつ、個人攻撃にはならな

い形で、 今後起こりうる潜在的リスクとして「平

等な利用につながる管理方法を決めていこう」

と会長に話してもらった。 鍵の管理者とは別の

集会所担当役員が中心となって、 都度申し込

みを徹底するための簡易的な申込み用紙を作成

し、 平等性が担保されるようになった。

会長の独走体制で他の人がついていけなかった。事前

に会長に「◯◯さんに水を向けるといいのでは？」と提案

して役員会に臨み、当日は支援者が入って意見を言いや

すい雰囲気を作るようにしている。会長は「市としてどう

なのか？」と要望を出す話に終始しがちなので、 役員会

に出席する際は市の方針はある程度答えられるよう自身

も理解しておく。

会議での発言が数人に限られ、 発言しやすい

雰囲気がなかった。会場に早めに行き、机のセッ

ティングをスクール形式ではなくロの字にしては、

と促すようにしたところ、 和室の時も座布団が

座談会のように並べられるようになり、 多少雰

囲気が変わった。

会議がなかなか開催されないと役員から不満の

声があった。 行政から会長へ進言するとともに、

まずは会場の確保を手伝うなど、 会議を開かざ

るを得ない状況を作っていった。

役員同士の
コミュニケーションを
 改善する

お悩み その5

役員会の人間関係がギクシャクしていたり、うまく協力しあえずに自治会活動が滞っ

てしまうことってありますよね。 単独で動いてしまう役員に対して他の役員の

不満が募るということもあるのでは。 円滑なコミュニケーションをとれるよう

にサポートするには、 どんな方法がありますか？

ふせん
タイプ

ガムテ
タイプ

瞬間
接着剤
タイプ

これで解決！

具体的な行動を促す場は、
支援者が多少手をかけてでもつくってしまう①②

事前の根回しや会議の中で
情報の偏りをならす目配せ力③④

複数の人の合議で決まっていく手応えを、
まずは雰囲気づくりから

ここがPoint！
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-今日はあおい地区の地域づくりの
「これまでとこれから」についてお聞きし
たいと思います。新しくはじめられた取
り組みはありますか？

小野：3つの自治会が誕生して3年目
になるということで、お正月にみんなで
集まって新年の挨拶をしながらコンサート
を開きました。そうしたら用意した席が足
りないほど来てくれて、みんなで新年の
挨拶を交わすことができて良かったです。

-年数を重ねるうちに交流の輪が
少しずつ広がっていったということです
よね。一方で防災集団移転促進事業
は色々なところから住民が集まっている
というのと世帯数が多いというところで、
この3年間の歩みには色々とご苦労が
あったと思います。まず一番最初に集まっ
たときのスタートが肝心だと思うんですが、
そのときお考えになったことはどんなこと
でしたか？

小野：よその地区とあおい地区の一番
の違いは成り立ちが違うところです。よ
その地区は人が住んでから行政が自治
会を作ってくださいというやり方で、人が

住むまで顔合わせもしていない。これだ
け多くの地区から集まっていると同じ出
身地区の人が多いほど声が大きい。そ
うすると少数の行政区から移り住んでい
る人の発言権が弱いということになって
しまいますよね。

-声が届かないと。

小野：しかも住む場所が抽選ですよとな
ると、固まって住むこともできない。

-それは元々の地域の在り方を踏
まえて、その人たちで相談して決めても
良いじゃないかということですね。

小野：ですから私たちは、世帯数の多
少にかかわらず元の行政区から1人ず
つ役員を出してもらって「あおい地区ま
ちづくり整備協議会」を作りました。少
数派の人たちも住めるまちとして、全く
新しいまちを作るんだと。色んなところ
から来ているので、色んな行事、お祭
りなんかでも全く違うことをやっている。
あんたのところではどんなことしてたの、
と色んな意見を出してもらい、その中
の良い部分をとれば全く新しい考え方
のまちができていきますよね。

-「元の地域」でなく「あおいという
新しいまち」をみんなで考えることができ
たということですね。

小野：そういう考え方を基本として協議
会の中で会議やワークショップをやって
きました。そしてまず日本一のまちにす
るという目標を掲げました。1つ目は子
どもたちの20年、30年先のため。2
つ目はたくさんの犠牲者の魂が帰ってく
る故郷を日本一の街にして迎えましょう
という意味。3つ目は全国のボランティ
アさんに支えられてここに移ってきた、
その人たちに対するお礼という意味で
す。日本一のまちを見にまた訪ねてきて
くださいと。それが最大のお礼だと思っ
ています。その3つの目的を全体で最
初に掲げているので、みんなでそれに則っ
たまちづくりをしていきます。

-確かに、何のためにどんなまちを
作るかという目的から話を進めていくケー
スは少ないですね。

小野：この地区に4つの公園を作ると
なったんですが、私たちの方から何も
発信しなければ行政は同じ様な公園を
4つ作る。けれど地区の中に4か所同
じものがあってどうするんだということで、
四季をテーマに考えました。例えば「秋
の公園」は「スポーツの秋」ということで、
高齢者の健康づくりのための遊具がいっ
ぱいある公園に、という意見が出まし
た。でも行政に遊具をつける予算はな
い。じゃあ行政もスポンサーを一緒に
探してくれませんか、とお願いしました。
そうしたら「日本一の公園を作るんだっ
たら、健康遊具の数が日本一の公園

にしましょう」と協力してくれるところがあ
り、これで日本一の公園ができました。

-日本一のまちにするんだ、そこに
ある公園も日本一の公園にするんだ、と
いう目的を作って、それを実践することに
よって自信が生まれて、また次のことを
頑張ろうということになっていくんですね。

小野：人が住んでから自治会・コミュニ
ティを作ってくださいというのが行政の進
め方ですよね。私は逆だと思うんです。
そこに住む人が決まっているのに、住
み始めた時のルールがなかったらどんな
住み方をしたらよいのか、と。例えば自
分の住む場所も、１戸１戸の抽選じゃな
くて、回覧板を回す班を１つの区画とし
て申し込んで決めていきましょうというの
が私たちのやり方です。

-この班にこの３軒で住みたいです、
という形で申し込む。

小野：20軒で一つの班だけど17軒し
か申し込んでいなければ、それで決まり。
ところが20のところに25の申し込みが
あった場合、一旦全員なしにして、再
度申し込みをしてもらいます。そのうちの
何人かが一緒に他のところに行くという
ことになったりする。そのように何回か繰
り返すうちに班が決まり、そのあとで班
の中のどこに住むか話し合いをして、お
互いに調整しあいながら決めていきます。

-班によっては、公平にするために
抽選にしようという話が出るところはな
かったんですか？

小野：ないです。初めからしないという
約束なのでそれはしない。

-そういう合意を形成していくという
のは大変ですよね。それを可能にした、
様々なことにチャレンジしていく「諦めな
い協議会」の在り方を決めるときはどん

な流れで進めたんですか？

小野：行政任せにはしなかったです。
全て私たち協議会に任せてくれと。ま
ず役員は何をするのか、新しいまちを作
るときは公共施設も大事だね、まち並
みの景観がそろわないと日本一のまちと
は言えないよね…というような話をどんど
んしていくと皆さんがそれに乗ってくれる。
そのときに説得力ある説明ができるかど
うかです。もし反対の人がいたとしても、
最終的には総会で決めますと。総会も
普通なら委任状をとるけれど、そこには
賛成か反対かの意思表示がないです
よね。ですから議案書に議決権行使
書を同封して全員に送付して、この第
１号議案については賛成です、反対で
す、その理由はこれですよというのを出
してもらいました。

-議案に対してはっきりと意思表示
できるということですね。

小野：仮に欠席350世帯のうち議決権
行使書で賛成が300通あって、出席
150世帯のうち賛成50反対100だっ
たとしても先の300と50を足して350
になる。そしてそこに住む人の過半数で
決めたことには従ってください、それがで
きないのならあなたはここに住む資格が
ないですよと。そこまで言うことで、ここ
に住む人が一つにまとまるんです。

-あなたもこのまちについて責任を
もって考えてくださいということですね。

小野：自治会の合意形成もコミュニティ
を作るのも、まちができてから作るんじゃ
なくて、もう住む人が決まってるんだか
ら最初からみんなで決めていきましょうと。

-日本一のまちにするんだというビジョ
ンは早い段階で掲げていたんですね。

小野：会長に選ばれたその日の総会で
言いました。

-どなたが住むかっていう情報は行
政はなかなか出さないと思いますが、準
備会をやりますという案内は行政が出し
たんですか？

小野：出してくださいと言いました。その
段階では住む人はわからなかったです。

-あなたたちが申し込んだまちにつ
いて話し合う場を作りますという案内で
すね。高齢の人が多くて役員のなり手
が見つからないという話はよく聴きますが、
あおい地区を次へつないでいくための取
り組みはどんなことをなさっていますか？

小野：子ども発案のイベントをやりました。
例えばハロウィンパーティーは子どもたち
が実行委員となってこんなことをやりた
いと言ってきた。予算や安全性をフォロー
するのは大人の役目です。子どもがや
るというと家族や近所の大人たちが協
力してくれる。そういうときに出てきた大
人の中から、お手伝いからいずれ役員
をやってもらえるように巻き込み度をあげ
ていくんです。

-これだけの活動をしている会長自
身の目標は何ですか？

小野：最終的な目標はここに住んでい
る人たちがブータンの国民のように「自
分たちは日本一のまちに住んでいますよ」
と言えることです。いつか亡くなるときに
「震災でつらい思いをしたけど、あおい
という日本一のまちに住めてよかった」と
言えること。第三者に評価されるのでな
く、自分たちが日本一だと感じられると
いうことが一番の目指すところですね。

-私たちもこれからのあおい地区の
歩みを楽しみにしています。ありがとうご
ざいました。

「日本一のまち」づくりに取り組む
 あおい地区の挑戦
宮城県東松島市最大規模の防災集団移転団地「あおい地区」では、 3つの自治会にまたがる横断的な
住民連携・コミュニティ活動を進めています。本事業の研修でも講師としてご協力頂いた小野会長に、
改めて「住民主導で進めるまちづくり」のお話を聞いてきました。

「あおい」という新しいまち

明日につながる
まちづくりをめざして

小野 竹一 
［あおい地区会 会長］

仮設住宅自治会長を経
て、2012年に設立された
「東矢本駅北地区まちづ
くり整備協議会」会長に
就任。住民参加型ワーク
ショップでまちづくり計画
を策定。集団移転地の
整備が完了した2016年
に「あおい地区会」に移行
し、現職。

特別インタビュー

（写真左）健康づくりがテー
マの「あおい２丁目公園」。
周囲にはモミジを植えた
（写真右）子ども発案のハロ
ウィンパーティーの様子

「日本一のまち」づくりに取り組む
 あおい地区の挑戦

「あおい」という新しいまち

成功体験が
次の自信につながる

まちづくりをめざして
明日につながる

「諦めない」協議会

インタビュアー：二宮 雄岳
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手書きメッセージ付きで

おかしやジュースを配布

住民の不満を中和し

広い心で受け入れる

雰囲気を

顔が見える

写真入りのチラシを配布

文化祭作品を

学校から借りて展示

即興寸劇を実施。

男女それぞれの役割をつくる

男性陣に

力仕事を頼んで褒める

軌道に乗るまでは協力

交流会に多様な
参加者を巻き込みたい

これで解決！

こ

み
っち総括コメン

ト

「こうやっていけばいいんだ」という“ 型 ”ができるまでは、 最初は皆さん結構

手間をかけているんですね… そして「我がこと感」を出すために住民のアイデ

アを出すところから始めている。 イベントをやること自体が目的化しないように、

開催前に目的を確認したり、 イベントが終わった後には、 役員と振り返りを行っ

て達成感と課題を共有することも大事なのだと思います。

ガムテ
タイプ

ガムテ
タイプ

ふせん
タイプ

ふせん
タイプ

瞬間
接着剤
タイプ

お悩み その6

住民にやりたいことを決めてもらい、声掛け訪

問を社協と住民で行った。交流会の内容やサ

ロンの内容を多様化し、不参加の住民にも手

書きメッセージを添えておかしやジュースを配布

した。

町内会の作品展示会を開催するにあたり、地元の学校から

町内会の子どもの文化祭作品を借りて展示した。 チラシに

も強調記載して周知を図ったところ、 孫や子どもたちが出展

した作品を家族連れで見に来てくれて、これまでの2.5 倍以

上となる120 名あまりが訪れた。

交流会開催時に「大きなカブ」の即興寸劇を実施。小道具

であるカブの作成は男性にお願いし、女性は昼食作りなど

それぞれに役割があることで参加しやすくなり、 最後まで参

加してくれた。

コミュニティ支援員が活動中に参加者にヒアリン

グし、やってみたいことの把握に努め、お試し

開催を実施したところ、 自主活動へと発展した。

すぐに自主的な開催ができる活動もあるが、 軌

道に乗るまでは開催の周知や運営の協力を行っ

ている。  

清掃活動には参加せず、お疲れ様の食事会

だけ参加する人がいて不満の声があったが、

「いいんだいいんだ」と広い心で受け入れ、来れ

なかった旦那さんの分も持って帰ってとお土産

に渡したら、 奥さんが準備段階から手伝うよう

になった。

花壇づくりを行い、力仕事への男性陣の巻き込みを図った。

作業しながらだと男性も話しやすい。「男の人たちが来ると

やっぱり違いますね」と、皆の前でも褒めた。その後、 盆踊

りでもやぐらづくりを自ら買って出てくれた。  

全戸訪問時にチラ

シを配布しながら声

がけを行っている。

チラシは文章だけ

でなく交流施設や

常駐スタッフの写真

を掲載して、雰囲

気を伝えるようにデ

ザインを変えた。

交流会を開いても、 いつも同じ顔ぶれ。

おしゃべり好きのお母さんたちだけでなく男性も参加して欲しいし、

自治会役員の次の担い手を考える上でも子育て世代の参加も促したいし…

皆さん、 どうしていますか？

住民の発意で多様な「やりたい」を生み出しつつ、
軌道に乗るまでは側面支援①②

子どもの力は効果絶大③④

男の人には「ミッション（役割）」を与える③④

参加しない人にも利益配分をして
自治会の意義を感じてもらう

ここがPoint！
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住
民
の
情
報
を
把
握
す
る
に
は

お
悩
み

そ
の

7

テーマや話の内容を

板書で可視化
役員会前の

事前準備が肝心

こ

み
っち総括コメン

ト 地域の情報収集に王道なし。 結局は地道に集めるしかないのですが、 大事
なのは「個人情報を集めることが最終目的ではない」ということ。 皆さんのお
話を聞いていると、 まずは見守りや防災といった住民の皆さんも興味関心が
あるテーマで顔を合わせ会を開いて関係性を構築して、 自然と個人情報が共
有できる状況をつくることが、 結果的には早道ということのようですね。

世帯情報把握の

フォーマットを作成

段階的に深い話を

する場を作る

入居前の内覧会や、 管理会社が行う共益費の説
明会など、必然的に多くの人が集まる場を利用し
て顔合わせ会を実施。入居者だけでなく地域町内
会の役員も交え、自己紹介カードを用いて、名前、
部屋番号、趣味、住んでみて感じたことなど、 ま
ずは必要最低限の情報を住民自ら話すきっかけをつ
くった。

区画整理事業の整備で再編された町内会では、要介護者や日中
の在宅状況を把握して安心安全の地域づくりを進めたいと考えて
いた。 行政から個人情報はもらえないので役員で一軒一軒廻ろう
となったが、 その際に災害公営住宅の入居者情報の聞き取り時
に作成した「世帯カード」を団地自治会の承諾を得て紹介した。
効率よく情報収集でき、 その後の個人情報の管理にも役立てら
れた。

震災後に戻ってきた人や移住者の情報がないとい
う声があり、 まずはその地域のキーパーソンとの間
で意見交換を行い、 その要望をもとに「顔合わせ
会」「意見交換会」「防災勉強会」と段階的に開催。
住民同士で生活課題を話し合う場をつくった。 また
キーパーソンにも声かけやチラシ配りに参加しても
らうことで、 自然と住民と接し、 周辺情報を収集
することもできた。

自己紹介カードを

用いて情報交換
ふせん
タイプ

ガムテ
タイプ

ガムテ
タイプ

こ

み
っち総括コメン

ト

なかなか決まらない会合が続いてしまうと、 段々と参加者の意欲も減少してし
まいがち。 やりがいを感じながら続けていくには、 日々の生活事などを話し
合う部分と決める部分で、メリハリを付けた会議運営が重要になりますね！

定番の決め事は

マグネットシートを活用

役員が会議の進行に慣れていなかったため、 役員
会がただのお茶っこサロンのような状態に。役員会
の前に支援者が会長・副会長と話し合い、議題を
選定して次第を作成、事前配布を手伝うといった
準備をしたことで、 話もれがなくなり終了時間も守ら
れるようになった。

話し合う内容の抜け漏れがあって、 集まり直すことがままあっ
た。 そこでマグネットシートに物事を決めて進めるためのポイ
ント（5W1Hなど）を書いてホワイトボードに貼った。考えない
といけないことを列挙する時間も短縮でき、 話し合いに時間
を使うことができるようになった。

集まりで何が決まったのかが曖昧になりがちだったの
で、 場のサポートも兼ねて、ホワイトボードに話して
いることを板書し、決まったことには◯をつけるなど
を実践した。最初は支援者が記入したり記入をサポー
トしていたが、次第に役員が自主的にホワイトボード
を使うようになった。

これで解決！

瞬間
接着剤
タイプ

円滑な会議運営で物事を
きちんと決めていくには？

自治会で話し合いをしようにもなかなか本題に入れなかったり、 大事なことが決め切れなかっ
たりすることがありますよね。 そもそもどうやって進行したら良いかわからなくて困っている
人もいると思います。 時間や回数をかけるとそれが皆の負担になってしまうし、 中にはも
どかしさや不満を抱える役員さんもいるのでは？

お悩み その8

住民の情報を把握するには
集合住宅に住み慣れていない人にとっては、 限られた階や通路の行き来しかなく、 団地内
でのご近所付き合いのきっかけを掴むのはなかなか難しいですよね。 一方で個人情報を得る
ことの難しさもある中、 どうやって住民間の情報把握を促していますか？

顔の見える場で住民自ら情報提供する機会をつくる

地区のキーパーソンと一般住民の関係構築から着手

フォーマットを用いる場合は情報利用の目的を明記する

カギとなる役員とは事前に方針のすり合わせをしておく

話し合っていることを見える化する

誰でもやれる形に落とし込む
ここがPoint！

ここがPoint！

これで解決！
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多世代が楽しめる

イベントで次世代の担い手づくり

役職にこだわらず

運営に巻き込む

安定的に役員が

選ばれる仕組みづくり

外部から来た

ボランティア支援の

場を活用

自治会役員の
なり手不足は
どう解消する？

お悩み その9

自治会設立後の初の交流会として、 お手製「地域

カルタ」を使った新年カルタ大会を提案。 他の地

域から転居してきた人を意識して「◯◯（近くのスー

パー）のチラシを片手にお買い物」と地域情報を紹

介するものや 、 方言の違いに気おくれしている人

たちを解きほぐすような読み札を作成。 子どもか

らお年寄りまでが参加し、 カルタはその後も集会

所の備品として日々活用されている。子どもの保

護者とも声がかけやすい関係になり、役員が勧誘

して次年度の役員になってくれた。

最初の役員選出のとき、 住民のことが分からな

いため誰が適任かが分からなかった。各階から

役員2名を選出し、集まった12 名で役職を決め

ていく方式を取ったことで、階の住民同士の顔

合わせができた。任期は基本 1年（再任あり）だ

が、全員ではなく半数を改選して経験を引き継

げるようにした。

「名ばかり」役員が多く、 会長が一人で決めて

しまっていて役員の中では孤立していた。支援

者主催のサロンに参加している女性たちが会長・

副会長とも関係が良いため、 その人たちを巻き

込んで一緒にサロン活動や自治会イベントを企画

するようにしたところ、 女性たちも意欲的・協

力的になってきている。

高齢化で役員になりたがる人が少ない中、「若い人たち

は仕事をしているので自分たちがやるしかない」という思

いでやっている状態。地域を巡回訪問している保健師さ

んは、子育て家庭や「いきいき百歳体操」に集まる元気

な高齢者とつながりがあるので、 情報交換をしながら候

補者探しに協力してもらっている。

役員のなり手がいないため自治会が未設立の状態。 集会所開放

を目的とした鍵当番を決めるところから着手し、 お茶っこサロンだ

けでなく、 足もみボランティアなど関心層の異なるイベントを開き

つつキーパーソン探し。また、 共有スペースの清掃活動に外部

から学生ボランティアを招待した。 清掃会議では「外から手伝い

に来てくれるのにやらないわけにいかないよね」と住民の主体機

運を高めてくれる人も現れた。当初は一個人がPC 作業で使用す

るだけだった集会所も、 他の住民も読書に来るなど、 使う習慣

が生まれつつある。

自治会がスタートした頃は目的を持ってやりがいを感じていたけれども、 時間が経つに

つれて、どんどん疲れが見えてくることもありますよね。また、 他の住民たちには自治

会の意義が理解されていなかったり、 活動に出てくる人が限られていて、 新たに協力

してくれる人を探すのに苦心しているところも多いのでは？

こ

み
っち総括コメン

ト

新しい役員を見つける上で、まずは「自治会活動＝自分たちで作る自分たち

の生活のための活動なんだ」という実感を持ってもらうきっかけづくりも必要

なんですね。 若い世代や普段のサロンには出てこない人も楽しめるような

イベントを積み重ねることで、 住民同士の新しいコミュニケーションが生ま

れて、 役員さんたちのやりがいにもつながると良いですね！

これで解決！ ガムテ
タイプ

ふせん
タイプ

瞬間
接着剤
タイプ

保健師さんの

情報力を活かす

ふせん
タイプ

楽しい経験があると人は前向きに動くもの。
気持ちづくりが大事①②

異なる層へのアプローチは外部の力も借りる③④

一般住民の力も活用して、予備軍を増やしていく

スムーズな引継ぎと負担を分散できる
仕組みづくり

ここがPoint！
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 地域清掃は参加者が多い傾向にあるので、そこで住民さ

ん同士が顔見知りになることも少なくありません。団地全体

よりもまずは各階で知り合いになるところから。ちなみに、

清掃に参加できない場合にペナルティとしてお金を払うという

団地もあります。高齢者の方もそのほうが気兼ねしないという

配慮でやっているようです。

共益費などの話題は関心が高いので住民さんが集まりや
すいです。また、高齢の方は行政から文書を出してもら

うと参加してくれやすい。ここは集まって欲しいという時は役

所の協力も必要です。

 最初は私たちもイベントに出てきてもらおうと躍起になって

いたけど、参加は本人の自由。住民同士がコミュニケーショ

ンをとれていて状況を把握できていればよしとしています。

「今日あの人は病院だから来れないのよ」ということを参加し

た人たちが把握していればいい。私たちもそう思えるようにな

るまでには時間がかかりました。また、来ない人のことを住

民が悪く言い始めた時には、そういうことではないのよと言い

聞かせることも大事です。

 イベントや行事への参加は住民が住民を呼ぶようになる
のが理想です。ある団地でやっているラジオ体操も最初は参

加者が1人だったものが、５人、 ６人と口コミで増えました。

人が来ないからすぐにやめるのではなく、続けていくこと

も必要です。イベントも特定の人の得意なことだけに偏らな

いように配慮しています。

つながりました。役員の男女比が偏ってしまうと参加しづらい

場合もあります。退居などで辞めざるを得ない場合には、で

きるだけ次の候補を選んでもらうというのをルールとした団地

もあります。

 自治会の仕組みについても、枠にはめすぎると役員の負

担になってしまいます。総会をやらなくても良いというところも

あるので団地ごとの状況に合わせて変えていくのが良い

のでは。

 外部支援者から言われるのではなく住民さん同士で話し
合うことが大事だと思っています。そのためには役員以外に

も意見を言ってくれるような人を見つけて話し合いの場に来

てもらうように働きかけることも必要です。意見の内容が立

派なものじゃなくても、意見が出ることに意味があると思います。

 コミュニティのキーパーソンが疲れてしまうのは共通の問題

です。やはり相談できる人がコミュニティの中にいるといい。

支援者ではなく、住民で想いや悩みを吐き出せる相手。

 辞めたいという相談があったときはまずは傾聴。辞めたい
理由を把握するところから始めます。会長さんが一人で頑張っ

ていて辞めたいとなっていた自治会では、役員さんに会議に

出席してもらえるように働きかけをして協力いただき、継続に

 各地域の自治会等の活動事例をサポーター便りとい
う形で毎月紹介していました。自治会役員さんや住民さん

は他の団地がどのように活動しているか関心を持っています。

私たちがこんなことしたらどうですかと言葉で話すよりも具体

的にイメージできるし、その場にいない人たちにも伝わりやすい。

そして、「うちもサポーター便りで紹介して欲しい」と自治会

活動に取り組む動機づけにもなっていました。私たちもサポー

ター便りを渡しに行くことが団地の状況を聞くきっかけにもなっ

ていました。

 最近では、自治会主催のお茶っこなどに参加するときには

あえて手伝わないようにしています。私たちはあくまでお客

さん。皆さんのイベントだよ、というのを意識してもらうように、

最後の片付けまでいることはほとんどありません。「もうちょっ

といたら」とか「最近来ないねぇ」と言われても「全部の団地を

見てるのでごめんね」 と言ってサッと移動。いずれはいなくな

る存在なので、支援者に依存しすぎないよう意識しています。

 自治会の話し合いも、議題を見て今回は行かないという

のを担当者で話し合って決めます。参加しないけれども大

事な内容については、前後に役員さんなどと話をするように

しています。

 団地内の人間関係の話題には「そうなのねぇ」くらいで聞き

流すようにしています。また、片方の状況だけでなく、両方

の状況を把握するようにしています。同調はしないで中立

の立場でいることが大事で、あちらの方にばかり行ってい

ると捉えられないように気をつけています。住民さんから個

人的に話したいと言われる時も、自宅ではなく集会所で聞く

ようにしています。

 答えがない仕事なので達成感を感じづらいところはあります。

でも住民同士、コミュニティがうまくいけばいいから、自分た

ちは嫌われてもいいと思っている。すぐには楽しく思えない

かもしれないけど、そういう気持ちになれば問題が起こっても

次は何が来るか！？とワクワクしてきます。

参加者一同で記念撮影。行政担当者も参加してくれました

サポーター便りには
「ここだけ！」のよう
に独自性を強調して
他の地域を刺激する
工夫も

沿岸の支援員同士の交流を目的とした会は今回が初めての試みでしたが、
ともに地元住民であり支援員でもあることから同じ課題を感じる部分が多く、
双方に有意義な機会となりました。改めて感じるのは、励まし合い・学
び合う仲間の大事さです。同じ目標に向かって進む仲間がいるからこそ
元気に、前向きに取り組んでいけるのではないでしょうか。今後も継続
して定期的な意見交換を行いたいと思います。（向野修得）

闊達な意見交換で親身なアドバイスが続出！

色々な人にイベントや地域行事に
出てほしいのだけれど…Q1

自治会の役員さんが頑張ってるけど
疲れてこないかしら…Q2

他の自治会でやっている工夫を
取り入れてもらえるといいけど…Q3

地域が主体的になるには、支援員と
してどう接するのがいいんでしょうか…Q4  

レポーターから一言

ー

2017年からコミュニティ形成支援員を配置して災害公営住宅や防集団地の支援を行っている山田町。

支援員からは、活動が深まるにつれて支援の難しさ・悩みを感じる場面も増えてきている…という声がありました。

そこで、応急仮設住宅の時代から継続してコミュニティ形成に携わってきた大船渡市の伴走型支援員の

皆さんからセンパイとしての知恵を学ぶため、 2019年11月に意見交換会を開催しました。

現場で活動する人たちを悩ませる「あるある」事例に対し、実践を通じた学びをお話ししていただきました。

山田町・大船渡市 山田町・大船渡市 
コミュニティ支援員座談会コミュニティ支援員座談会

意見交換会開催レポート②

Yamada

Ofunato
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どの町内会に属するか

決まっていなくても交流はできる

夏祭りで団地敷地に

来てもらう

相互に出入りする

機会の創出
団地集会所の開放

共通の

関心事を利用

団地と町内会の
交流機会を作りたい

これで解決！

お悩み その10

災害公営住宅が町界をまたぐように建設され、

2つの町内会の間でどっちつかずの状態。事前

に地域住民にも周知したうえで、どちらの住民も

参加できる団地内覧会で虎舞と餅まきを行った。

その後も団地を巻き込んだ企画を進行中。

集会所のない地区で災害公営住宅の集会室を

開放したら、 団地住民と地域住民のサロンが始

まった。 団地住民が個人単位で町内会に加入

するケースが生まれるなど、 コミュニティ融合の

足がかりとなった。

団地と地域の自治会の間に交流がないため、 役場協力

のもと双方を対象にした防災勉強会を開催。 チラシを全

世帯に配布したうえで双方の代表者を交えた事前打合せ

を行った。避難路や避難所、日常の備えなど生活に密

接する話題について熱心な意見交換が行われ、 お互い

の目配せ力が高まった。

災害公営住宅の町内会加入を進めるため、 団

地内部の顔合わせ⇒地域イベントへの団地住民

の招待⇒団地と町内会の合同交流会という、

段階的なステップを踏んだことで加入への道筋

がついた。 災害公営住宅の集会所に周辺住民

を招くのも◎。

全く交流のなかった災害公営住宅と町内会の交流機会をつ

くるため、団地自治会主催の夏祭りを企画し、町内会へも

来場を呼びかけた。地元の虎舞や中学校のソーラン節の

踊りも披露してもらったことで、 住民同士の交流だけでなく

団地住民にとって地域への理解を深めるきっかけにもなった。

昔からそこにある町内会に新たに建設された災害公営住宅に

は、 全く別の土地からやってきた人が住む場合も少なくあり

ません。 町内会側も、 人口が増えて大歓迎という場合もあ

れば、 なかなか受入れに前向きになれなかったり、 そもそも

町内会自体が不活発な場合もあり…  地域融合ってムズカシイ！　

同じ地域に暮らす住民同士、 どうやって交流して、 どう協力

していったらいいの？

こ
み
っち総括コメン

ト

行政や支援者、 あるいは「べき論」重視の自治会役員などは、 ついつい自

治会体制やどの町内会に属するかが固まらないと何も進められないと考え

がちですが、まずは一緒に何かをする機会を作ることが大事なのかと。

そのためには、 災害公営住宅と地域の両方に目配せしつつ良いタイミング

を見計らう。「団地の中ってどうなっているんだろう？」という周辺住民の心

理を掴むことも、 働きかけのタイミングを逃さないうえで重要ですね！

ガムテ
タイプ

ふせん
タイプ

瞬間
接着剤
タイプ

瞬間
接着剤
タイプ

まずは郷土芸能・地域文化など
柔らかいテーマで共感を生む①②

団地の中に来てもらう機会をつくる③④

団地 地域 相互にギブ&テイクの関係をつくる

防災は共通意識醸成として取り上げやすいテーマ

ここがPoint！
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防災まつりを始めるきっかけとなったのは2018年の台風
21号。町内の木造アパートの屋根が吹き飛ばされる被
害が発生し、集会所に避難所が設置される事態となりまし
た。町内会長らは「緊急時の災害対応は沿岸部だけの話
ではない。これから温暖化で災害規模も大きくなっていく可
能性もあり、我が事として備える必要がある」と実感し、新
しく災害公営住宅に入った住民の力も借りながら防災訓練
に力を入れていこうと考えたそうです。

防災まつりの後片付けを終えた後、自治会運営において
留意している点について町内会役員からお話を聞き、様々
なヒントを得ることができました。

避難訓練開始とともに集会所前の広場には優に100人以
上の住民が続 と々集まり、周辺には消防車両を始め様々な
展示ブースが設けられていましたが、その小さなーつ一つの
工夫が、町内会活動に新旧住民分け隔てなく参加し、交流
する機会につながっていると感じられました。

今回の視察には、防災をテーマに町内会と災害公営住宅
の融合を図ろうとしている釜石市の復興支援員も同行しまし
たが、地区別点呼確認のフォーマット等、祭りとしてのイベ
ント性だけでなく訓練要素も緻密に設計されていることが非
常に参考になったとのことでした。

子どもたちも真剣な面持ちで訓練に参加

レポーターから一言

盛岡市月が丘にある県営盛岡市月が丘にある県営備備
びんごびんご

後後第１アパートには、３棟増築する形で災害公営住宅第１アパートには、３棟増築する形で災害公営住宅
が2018年に整備されました。地元の月が丘二丁目町内会ではその入居前からが2018年に整備されました。地元の月が丘二丁目町内会ではその入居前から
交流機会を設けるなど、入居者の地域活動への参加促進に注力しています。交流機会を設けるなど、入居者の地域活動への参加促進に注力しています。
2019年10月5日に開催された町内会の防災訓練「第２回防災まつり」を見学し、2019年10月5日に開催された町内会の防災訓練「第２回防災まつり」を見学し、
住民参加型で協働の機運を生み出すコツを探ってきました。住民参加型で協働の機運を生み出すコツを探ってきました。

地域住民の協働を生む地域住民の協働を生む
～月が丘二丁目町内会「防災まつり」の実践～～月が丘二丁目町内会「防災まつり」の実践～

視察レポート①

防災“訓練”ではなく防災“ま
つり”と銘打ち、クイズ形式
で防災・救護を楽しく学ぶな
ど、堅苦しさを軽減

子ども会との共催にすること
で、年中行事の運営負荷を
減らしつつ子育て世代も参加
し、一石二鳥

東日本大震災時の沿
岸部の写真パネルを
展示し、災害公営住
宅の住民に震災時の
体験を語る「語り部」
を担ってもらう

町内会役員を担う災害公営住宅住民が「ここに
来てよかった」と笑みをこぼしながら話す姿に、
地域活動に関わる楽しさを感じている様子がみ
てとれました。今回の視察は、もりおか復興支
援センターの協力を得て実現しましたが、町内
会から相談を受けた時に写真パネルを貸し出す
など、地域のやりたいことを側面支援するサポー
ターの存在も大事だと感じました。（山口里美）

災害は他人事ではない イベント運営だけに追われず、狙いを整理する

誰もが参加しやすい「まつり」感の創出

チラシの案内
文に誰に参加
して欲しいかを
記載し、ター
ゲットを明確化　

自分たちの町内会行事や集まりが、どの
ような見守り機能を担えるか、模造紙に
書き出して整理し、皆の目にも留まるよう
集会所に掲示している

ビジョン・
ミッションの

共有

人材の
掘り起こしと

活用

誰が何を得意としているかの情報把握が
大事。部屋にこもりがちな冬場にクラフ
ト会を開き、災害公営住宅住民に着物の
端切れをつかったパッチワークの講師になっ
てもらった

数で
勝負する

元役員にも声かけ等で協力してもらうな
ど、 種まき役を増やしている。 超高齢
化社会では個々の負荷は減らさないと継
続が難しい サロンを何回開催したか、何人参加したかなどの数量だ

けでは、成果を計りきれないのがコミュニティ支援の難し

いところ。ここでご紹介する「コミュニティ形成支援シート」

は、地域状況を把握し、支援がうまくいっているのか、

団地や地域の自治会運営が自走化できているか、いわば

コミュニティの“ 健康状態 ”を確認するための問診票です。

地域課題の解決に是非お役立てください！

地域づくりの問診票

「コミュニティ形成支援シート」

Part. 2

「特別付録 コミュニティ

形成支援シート」を開いて

見比べながら読んでね！
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「コミュニティ形成支援シート」　
［特別付録］

活用マニュアル

最後に…

沿岸部の災害公営住宅の多くは団地ごとに自治会が設立されているため、団地自
治会が自律的に運営できていることを目指す前提で設計していますが、町内会な
ど一般的なコミュニティ形成支援にも転用可能です。被災地では人の地縁もハー
ド設備もリセットされているため、支援者がゼロから地域状況を把握することを想
定しています。

「コミュニティ形成支援シート」の活用方法を徹底解説 ！ 
裏表紙に付いている付録のシート（両面）をご覧ください。

災害公営住宅の規模が小さく、団地で単独の自治会を設立することが少ないため、
入居者のスムーズな受け入れと、既存の地域コミュニティ（町内会など）への接続・
融合に特化して構成要素を設定しています。

※沿岸版を基に解説

構成要素（確認事項）

コミュニティ形成を進める上で必要な要素をステップ
ごとに表記。 まずは支援者が地域状況を把握する
ところから始まり、 下に行くほど地域が自律的に活
動する上で必要とされる要素になっています。

「あの会長さんをどうやって説得するか？」「次のイ
ベントで誰を巻き込めばいいか？」など、 同じ地
域を担当する仲間と膝を突き合わせて打ち手を考
える計画策定ツールとして。

チームメンバーとの
作戦会議に

異なる組織間の目線合わせに
同じ地域に関わる支援団体間で協働で取り組む
時、 あるいは施設管理を担う建設系の部署や住
民個々の課題を把握している保健福祉系の部署
に「コミュニティ」単位での課題について理解を
促す時の、 情報共有ツールとして。

（次頁の多賀城市の事例も参考にしてください）

アクションを
ひねり出す！

状態目標は

５Ｗ１Ｈや数字を
意識して具体的に

このコミュニティ形成支援シートの原点は、 2012年に釜石市で始動した「UBS 釜石コミュニティ

復興支援プロジェクト」の評価ツールとして使われたもので、 当時は、 復興まちづくり計画

のコミュニティ内での合意形成を目指して作成しました。 その作成にあたっては、 2004 年

に発生した新潟県中越地震でのコミュニティ形成の事例を参考にしています。 そして岩手県

の恒久住宅移行期の復興課題に沿うように改編したものが現在のシートになります。 時を

変え、 場所を変えても、 コミュニティ形成上の課題や基本理念は同じであると言えますが、

それぞれの注力すべき地域課題に応じてカスタマイズして活用していただければと思います。

評価の根拠

根拠として、 把握している情
報や定性的な事実、 現時
点での課題などを記入。

③と④のギャップを埋めて、
②をステップアップするための
打ち手を記入。

アクション

コミュニティ形成が進んでいる
か、 その変化・発展の過程を
×～ ◎の４段階で評価するた
めの指標。

評価基準

評価者 現場担当者間の
目標設定に
管理職に対して、 地域の変化を伝えて現場を理
解してもらう上で、 または現場担当者に対して
PDCAサイクルをまわす意識を持ってもらう上での、
報告用のツールとして。

地域のキーパーソンとの
課題共有に

このシートは主に支援者間での共有ツールとして
設計されていますが、 もし自治会長など地域のキー
パーソンともシートを用いて腹を割って話せる関係
になれたら…それはすごいことです！

目指す状態

構成要素

主体カテゴリー 確認事項 － × △ ○ ◎ 8/3
評価上の視点

評価基準 現時点の
評価 評価の根拠 目指す状態 アクション 備考

自走化を目指す上で、
地域内で共通見解と
なっている現時点での
ボトルネックは何か

状況把握に着
手していない

着手しているが
状況が把握で
きていない

状況を把握し
始めた

キーパーソンを
通じて論点を把
握できている

キーパーソンだ
けではなく、一
般住民の認識
も把握した上で
論点整理できて
いる

団地自治会が住民の
代表性を有している、
または地域の既存自
治会の一翼を担って
いるか

状況把握に着
手していない

自治会の活動
が住民からの賛
同を得られてい
ない

自治会は住民か
らの意見を取り
入れる努力をし
ている

自治会が住民
の意見を反映す
る場として住民
間で認識されて
いる（組織内の
代表性が確立
されている）

自治会が、地域
や行政からも住
民の意見を反
映する場として
認識されている
（対外的な代表
性）

・◯◯神社例大祭の再開
（役員以外も来年の開催
を意識している）
・△△さんグループの集
会所私的利用
（清掃活動で複数の女性
から不満の声）

住民のやりたい
ことの中から
サークル活動が
生まれて、集会
所を定期的に
利用できている

・鍵の管理と集
会所利用申し込
み方法について、
役員会で検討
・何をやりたい
か、社協主催サ
ロンの中で確認

総会で意見があがった
駐車場問題について、行
政と交渉し解決に向けて
動き出せている

お盆の帰省客
が来るまでに臨
時駐車場の運
用について行政
と合意できてい
る

管理会社と担当
課との打合せを
設定

・流しそうめん大会で４組
の親子参加（◎）
・現在、カメラ講習会に向
けて引きこもり男性を洗
い出し中(△）

洗い出した候補
者の内２名以上
がカメラ講習会
に参加している

次回役員会で以
下を分担
・声かけ
・男性向けの内
容にしたチラシ
の作成

地
域
状
況
の
把
握

自
走
化
に
向
け
た

体
制
の
確
立

住
民
に
よ
る

自
発
的
な
活
動

支
援
者

地
域

2
コミュニティ
形成に向けた
論点・課題の
把握

8
自治会の
代表性

14
参加者の
巻き込み

○

△

◎

地域活動活性化の上
で、行事に巻き込みた
い対象者を特定し（親
子、男性など）参加を
促せているか

状況把握に着
手していない

参加を促すべき
対象者を特定
していない

積極的に参加
を促すべき対象
者が特定できて
いる

対象者を特定
し、個別に声か
けできている

特定した対象者
が参加している

自治会が、地域
や行政からも住
民の意見を反
映する場として
認識されている

自治会が住民
の意見を反映す
る場として住民
間で認識されて
いる（組織内の

自治会は住民か
らの意見を取り
入れる努力をし
ている

自治会の活動
が住民からの賛
同を得られてい
ない

状況把握に着
手していない

論点整理できて
いる

自治会が、地域
や行政からも住
民の意見を反
映する場として
認識されている
（対外的な代表

状況把握に着
手していない

進化・発展過程
※可逆性あり

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
プ
ロ
セ
ス
を
細
分
化

縦
軸
で
深
化

沿岸版・内陸版の違いと狙い

どのような場面で使えるか？

シート活用上の心得3か条

シートの仕組み

沿岸版

内陸版

１ 2

2

3

3

4

4

5

5１

１ 2

3 4

1
心得

その

2
心得

その

コミュニティは

３歩進んで２歩下がる
のが当たり前

3
心得

その

難易度高

地域状況や課題を客観的に分析することは比較的容易ですが、「アクショ
ン」欄は空欄になりがちです。 少なくとも今注力すべき項目については、

目指したい状態とのギャップを少しでも縮める上で、 まず何からどの

ように着手すると良いか、 仲間と相談しながら考えてみましょう。

「目指す状態」が曖昧だと、 ◯なのか△なのか判断がつかず形骸化し

てしまいます。 自主的に活動できているかどうか、 その定義は地域状

況によって様々です。 例えば「今年度中に副会長が役員会の議題設計

について助言できるようになる（項目7）」「次のイベントに向けて役員が

子育て世代３世帯以上に声かけできている（項目14）」など、 多少乱暴

でも良いので目標を具体化してみましょう。できている・いないを評価
することよりも、具体的なイメージに落とし込む思考プロセスが重要です。

地域や自治会が上手く回っていても、 些細なトラブルや役員の交代で◎

が△まで後退してしまうこともままあります。全てを◎にすることがゴール
ではないと割り切り、 △になってしまっても一旦寝かせて、 他の項目で

何かすべきことはないか仕切り直して考えることも大事です。

次の評価タイミングまでに達成し
たいと考えるゴールイメージを記
入。 時間を要する課題に臨む時
は「～までに」と期限を明記。
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災害公営住宅関係課ミーティングは2ヶ月に１回の頻度で行われている

レポーターから一言

宮城県多賀城市では、 2016年までに整備された４つの災害公営住宅の支援を、市の地域コミュニティ課が中心となっ
て庁内横断的に連携して取り組んでいます。その情報共有ツールとして活用されているのが「コミュニティ形成支援シート」
です。恒久住宅移行期を終えて被災者支援の枠組みから一般施策へ切り替わりつつある今、シートを活用してどのような
打ち手を考えているのか、2019年10月18日に開かれた「災害公営住宅関係課ミーティング」に陪席して来ました。

ポスト復興期を見据えて
～多賀城市にみるコミュニティ形成支援シートの活用法～

視察レポート②

コミュニティ形成支援シートは横断的議論の場
だけではなく、市の上層部と復興・創生期間
後の施策について合意を得る際にも活かされた
そうです。私たちが作ったツールではありますが、
多賀城市は独自の運用方法でフル活用して１歩も
２歩も先を行っており、まさに脱帽。学ぶとこ
ろの多い視察となりました。（山口里美）

時間経過で顕在化した課題差を可視化 狙いと打ち手を照らし合わせる

同じものを見て考える

　多賀城市がコミュニティ形成支援シートの存在を知った
のは、復興庁事業のシンポジウムで釜石市での活用事例
が紹介されたことがきっかけでした。
　地域コミュニティ課の舩木崇雄主査は「４つの団地ごとに
このシートを書き込んでいくことで、自ずと取り組まなけれ
ばいけない課題が見えてきた」と言います。早くに整備され
た団地では既に入居から５年が経っており、自治会役員の
解散・再編があって集会所が活用できていない団地A、高
齢化率は最も高いが町内会との関係が良い団地B…と、そ
れぞれの状況にも差が出てきているそうです。

　関係課ミーティングでは、災害公営住宅の管理を担う建
設部署や、見守りを行う保健福祉部署などの庁内関係課だ
けではなく、社協を始め外部の支援団体も参加し、各々の
現場で得た情報の共有と大筋の方針合意が行われています。
　団地Aの集会所利用については、イベントを開催する上
で協力可能な団体がないか地域コミュニティ課が相談を持
ちかけたり、建設部署は集会所利用手続き上の留意点をあ
げたりと、打ち手にフォーカスした意見交換の場となっていま
した。
　また、高齢化が課題の団地Bについては、役員の役割を
軽減しつつ、ゆくゆくは町内会への融合を目指すことが共有
され、保健福祉部署でも被災者支援の見守りから超高齢化
対策としての施策に移管していく方針であることが報告される
など、全体方針と各部署の方針に不整合がないか確認し合
う場面も見受けられました。
　多数の部署が一堂に会しながらも一方通行ではない闊達
な議論になっているのは、事前にシートを含めた資料を送付
し各自が読み込んだ上で会議に臨む、会議では他の部署
を責めずに提案を基本とするなどの、工夫の積み重ねがあっ
てのことだと感じました。

　団地集会所の活用を市の主導で行う背景には、以前は
自治会が管理運営していたものの、今は市の管理に返上さ
れてしまっているという課題がありました。舩木主査は「我々
だけでは打ち手が限られるので、外部団体の知恵ももらい
つつ、団地住民と近隣住民とが一緒に参加できるものをや
りたい。行政がやることで自治会役員との信頼関係を再構
築しつつ、いずれは住民の自主的な活用につながることを
目指している」とその狙いを語っていました。
　シートを見ると、「アクション」の欄にいつ誰が何をやるか
が明記されているのが特徴的です。打ち手の設計は地域
コミュニティ課がリードしつつ、他の部署との目線合わせや
理解・協力を得る手段としてシートを活用しているのが「多賀
城モデル」といえるでしょう。




